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　４月25日〜５月５日の藤まつり期間中は、市内外をはじめ、
県外からも多くのみなさんが蓮華寺池公園を訪れました。
　訪れた人たちは、思い思いにフジの花を満喫。園内に漂うフ
ジの花の甘い香りが、まつりに花を添えていました。

思い思いに
　　藤まつりを楽しむ

あなたの子育て応援します	 ２〜３
市･県民税を公的年金から天引きします	 ４〜５
安全・安心まちづくりなど	 ６〜７

わいわい広場	 ８〜９
お知らせ・情報ファイルなど	 10〜15
国民文化祭を楽しもう	 16
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あ
な
た
の
子
育
て
応
援
し
ま
す

藤
の
里

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

問
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
児

童
課
内
）	

☎
６
４
３
・
６
６
１
１

対
象
／
０
歳
児
～
小
学
生

保
育
料
／
１
時
間
６
０
０
円
～
９
０
０
円

（
食
事
代
と
お
や
つ
代
は
別
途
必
要
）

会
員
登
録
に
必
要
な
も
の
／

依
頼
会
員

・
育
児
援
助
を
受
け
た
い
本
人
の
写
真 

（
縦
３
㎝
×
横
2.4
㎝
）
２
枚

※
子
ど
も
の
写
真
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
印
か
ん
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
不
可
）

・
預
け
た
い
子
ど
も
の
名
前
が
入
っ
た
保

険
証
の
コ
ピ
ー

・
預
け
た
い
子
ど
も
の
か
か
り
つ
け
医
と

そ
の
電
話
番
号
を
記
入
し
た
も
の

※
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
供
会
員

・
本
人
の
写
真（
縦
３
㎝
×
横
2.4
㎝
）２
枚

　

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
（
保
育
士
）
が
、
子
育

て
中
の
家
庭
を
訪
問
。
お
母
さ
ん
の
相
談
に

乗
っ
た
り
、
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
り

し
ま
す
。

対
象
／
生
後
１
８
０
日
ま
で
の
子
を
持
つ
保

護
者
で
、
同
居
す
る
家
族
か
ら
育
児
の
支

援
を
受
け
ら
れ
な
い
人

訪
問
時
間
帯
／
月
曜
～
金
曜
日
の
午
前
９ 

時
～
午
後
４
時

※
１
回
の
出
産
に
つ
き
、
延
べ
40
時
間
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
申
請
が
必
要
で
す
。

出
産
予
定
日
の
１
カ
月
前
か
ら
、
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
。

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
（
無
料
）

家
庭
児
童
相
談
（
無
料
）

問
家
庭
児
童
相
談
室
（
児
童
課
内
）

☎
６
４
３
・
７
２
２
７

　

保
育
士
な
ど
の
資
格
を
持
っ
た
人
や
保
育

の
ベ
テ
ラ
ン
が
、
自
宅
や
保
育
専
用
施
設
で

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。
現
在
、
市

内
に
は
12
人
の
保
育
マ
マ
が
い
ま
す
。

保
育
マ
マ
に
預
け
た
い

対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
て
、
保
護
者
の
事

情
で
昼
間
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
３
歳
未

　

市
で
は
、
子
育
て
中
の
保
護
者
に
対
し
、

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
助
成
対
象
を
中
学

生
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
広
報
ふ
じ
え
だ
４
月
５
日
号
で
お

保
育
マ
マ

こ
ど
も
医
療
費
助
成

児
童
手
当

満
の
子

保
育
時
間
／
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30

分
の
間
で
８
時
間
以
内

保
育
料
／
所
得
税
の
額
に
よ
り
異
な
り
ま
す

保
育
マ
マ
に
な
り
た
い

対
象
／
次
の
す
べ
て
の
項
目
に
該
当
す
る
人

・
20
歳
～
64
歳
の
人

・
保
育
士
、
看
護
師
、
保
健
師
、
幼
稚
園
教

諭
の
い
ず
れ
か
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
か
、

親
族
で
な
い
３
歳
未
満
の
子
ど
も
を
５
年

以
上
保
育
し
た
経
験
の
あ
る
人

・
自
宅
に
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
部
屋
が

あ
る
か
、
保
育
専
用
の
施
設
が
あ
る
人

・
同
居
す
る
家
族
に
６
歳
未
満
の
子
ど
も
が

い
な
い
人

・
他
に
職
業
を
持
た
な
い
人

保
育
時
間
／
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

受
託
料
／
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、
月
６
万
６

７
２
０
円

　

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
人（
依
頼
会
員
）

と
育
児
を
援
助
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）
と

が
、
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に
な
っ
て
子
育
て
を

助
け
合
う
も
の
で
す
。
育
児
と
仕
事
の
両
立

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
子
は
、
小

学
校
修
了
前
ま
で
の
子
で
す
。
６
月
分
か
ら

新
た
に
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
人
は
、５

月
29
日
㈮
ま
で
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
学
校
修
了
前
の
子
を
養
育
中
で
、
平
成
20

年
分
の
所
得
が
表
１
の
所
得
額
未
満
の
人
が
、

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
窓
口
／
児
童
課
ま
た
は
市
民
窓
口
課

（
岡
部
支
所
）（
公
務
員
は
各
職
場
で
手
続

　

家
庭
相
談
員
が
、
子
育
て
中
の
家
庭
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
、
心
配
事
な

き
を
し
て
く
だ
さ
い
）

支
給
開
始
時
期
／
認
定
請
求
手
続
き
を
し
た

月
の
翌
月
か
ら

請
求
手
続
き
に
必
要
な
も
の
／

・
印
か
ん
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
不
可
）

・
請
求
者
名
義
の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
（
金
融
機
関
名
・
支
店
名
・
７
桁

の
口
座
番
号
・
口
座
名
義
人
が
確
認
で
き

る
も
の
）

・
請
求
者
の
健
康
保
険
証
（
請
求
者
が
国
民

年
金
加
入
の
場
合
は
不
要
）

・
請
求
者
が
平
成
21
年
１
月
１
日
の
時
点
で

藤
枝
市
に
住
所
が
な
い
場
合
に
は
、
請
求

者
の
平
成
21
年
度
（
平
成
20
年
分
）
課
税

所
得
証
明
書
（
児
童
手
当
用
）

※
現
在
、
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る

人
に
は
６
月
初
旬
に
市
か
ら
「
現
況
届
」

を
郵
送
し
ま
す
。

※
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
人
へ

の
個
別
の
案
内
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。
今
回
の
制
度
改

正
に
よ
り
、
新
た
に
助
成
の
対
象
と
な
っ
た

中
学
生
の
い
る
ご
家
庭
に
は
、
３
月
下
旬
に

制
度
改
正
に
つ
い
て
の
通
知
を
発
送
し
ま
し

た
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

子育て支援センター
　子育て支援センターは、子育て中のお
父さん、お母さんを応援します。安心し
て子育てができるよう、保護者や子ども
たちの出会いと交流の場の提供、仲間づ
くりのお手伝いなどをします。育児情報
の提供や子育て相談なども行っています。
詳しい内容は、広報ふじえだ20日号「一
緒に子育て楽しもう」をご覧ください。
実施場所／
◇くるるん（前島保育園）
 ☎636･7780
◇さくらんぼ（城南保育園）
 ☎641･2697
◇ふれあいルーム（たちばな保育園）
 ☎644･2522
◇めだかっこ（藤枝保育園）
 ☎270･7381
◇光の子広場（青木橋保育園）
 ☎641･1262
◇エンジェルルーム
　（藤枝聖マリア保育園） ☎638･2941
◇ひよこ（ひよこ保育園）
 ☎637･0752
◇ひまわり（ふじの花保育園）
 ☎636･7760
◇あさひな（岡部あさひな保育園）
 ☎668･0200
◇おひさま（岡部みわ保育園）
 ☎667･0901
◇ぽかぽかルーム（岡部聖母保育園）
 ☎667･0232
◇にこにこ広場（青島北公民館）
 ☎645･2525
◇こども広場（高洲公民館）
 ☎635･1477

ちびっこルーム
福祉センターきすみれ（岡部町内谷）
問ちびっこルーム　☎667･7051

　福祉センターきすみれには、木のおも
ちゃや図書を備えた「ちびっこルーム」
があります。育児に関する心配事や悩み
を保育士に相談することもできます。
利用時間／月曜～金曜日午前９時～午後
５時（土・日曜日、祝日は休館）

表１　児童手当の養育者の所得制限限度額
扶養親族
などの数

国民年金に加入
の場合

厚生年金などに
加入の場合

０人 460万円 532万円

１人 498万円 570万円

２人 536万円 608万円

３人 574万円 646万円

４人 612万円 684万円

５人 650万円 722万円

※給与所得者は源泉徴収票の「給与所得控除後の金
額」、自営業などの人は確定申告書の所得の「合計」
欄から、８万円（政令控除額）を控除した金額。

～
お
子
さ
ん
の
発
育
に

つ
い
て
お
悩
み
の
人
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
～

問
社
会
福
祉
課　

内
線
６
０
８

　

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
に
通
う
お
子
さ

ん
の
こ
と
で
、「
言
葉
が
遅
い
」「
落
ち
着
き

が
な
い
」「
友
達
と
遊
べ
な
い
」
と
い
っ
た

心
配
を
お
持
ち
の
人
は
、
い
ま
せ
ん
か
。
市

で
は
、
心
身
の
発
達
や
言
葉
の
育
ち
に
つ
ま

ず
き
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
、
少
人
数

で
の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
護

者
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
教
室
の
開
催
日

程
や
相
談
の
予
約
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

育
児
を
し
て
い
て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
育
児
中
の
あ
な
た
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
育
児
支
援
を
し
た
り
、
交
流
の
場
を
提
供
し
た
り
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
子
育
て
の
応
援
を
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
児
童
課　

☎
６
４
３
・
３
１
１
１　

内
線
６
６
３

ど
に
つ
い
て
、
電
話
相
談
や
、
ひ
ざ
を
交
え

て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
ま

た
は
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
る
暴
力
）
に
悩
ん
で

い
る
人
の
相
談
や
、
児
童
虐
待
が
疑
わ
れ
る

場
合
の
連
絡
も
、
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
内

容
な
ど
に
関
す
る
秘
密
は
、
厳
守
し
ま
す
。

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
印
か
ん
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
不
可
）

・
身
分
を
証
明
す
る
も
の
（
運
転
免
許
証

ま
た
は
健
康
保
険
証
）

※
講
習
会
後
に
正
式
な
登
録
が
で
き
ま
す
。

講
習
会

と
き
／
６
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／
市
役
所
、
中
央
消
防
署

申
し
込
み
／
直
接
ま
た
は
電
話
で
児
童
課
へ



現 

状

平
成
21
年
10
月
か
ら

社
会
保
険
庁
な
ど

（
年
金
保
険
者
）

市・県民税
納付

市・県民税

金融機関
年金受給者

市役所

年金給付

社
会
保
険
庁
な
ど

（
年
金
保
険
者
）

年金受給者

市役所

年金給付

市
・
県
民
税

天

　引

　き

年金受給者が金融機関や市役
所に出向いて市・県民税を納
める必要がなくなります。
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対
象
者
／
前
年
（
平
成
20
年
）
中

に
公
的
年
金
な
ど
の
所
得
が

あ
っ
て
、
年
度
初
日
（
平
成
21

年
４
月
１
日
）
に
お
い
て
、
老

齢
基
礎
年
金
な
ど
の
給
付
を
受

け
て
い
る
65
歳
以
上
の
人

※
た
だ
し
、
次
の
ど
ち
ら
か
に
当

て
は
ま
る
場
合
は
、
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

◇
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
支
給
年

額
が
18
万
円
未
満
の
場
合

◇
本
年
度
に
納
め
て
い
た
だ
く
公

的
年
金
な
ど
の
所
得
（
年
金
所

得
）
に
対
す
る
市
・
県
民
税
の

年
税
額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
な

ど
の
支
給
年
額
を
超
え
る
場
合

天
引
き
の
対
象
と
な
る
年
金
／

・
老
齢
基
礎
年
金（
国
民
年
金
）

・
老
齢
厚
生
年
金

・
退
職
共
済
年
金　

な
ど

天
引
き
す
る
税
額
／
年
金
所
得
に

か
か
る
市
・
県
民
税
の
所
得
割

額
と
均
等
割
額

天
引
き
の
中
止
／

次
の
場
合
は
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
を
中
止
し
、
納
付
書
に
て

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｑ
１
．

私
は
昨
年
度
ま
で
、
市
・
県
民
税

は
給
与
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
年
度
も
年
金
分
も
含
め

給
与
か
ら
全
額
天
引
き
す
る
に
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ
１
．

10
月
以
降
、
年
金
所
得
に
対
す
る

市
・
県
民
税
を
公
的
年
金
か
ら
天

引
き
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
伴

い
、
本
年
度
分
か
ら
年
金
所
得
分

の
市
・
県
民
税
は
給
与
天
引
き
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

年
金
天
引
き
の
対
象
者
で
、
給
与

所
得
と
年
金
所
得
の
両
方
が
あ
る

人
は
、
給
与
所
得
分
は
給
与
か
ら

◇
他
市
区
町
村
へ
転
出
し
た
場
合

◇
年
度
途
中
で
、年
金
所
得
に
か

か
る
市
・
県
民
税
年
税
額
の

変
更
が
あ
っ
た
場
合

◇
本
人
が
死
亡
し
た
場
合

◇
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
市
・

県
民
税
を
天
引
き
す
る
こ
と

が
著
し
く
困
難
な
場
合

10月以降、全国一斉に
市・県民税の公的年金からの天引きを開始します

問課税課　内線642

▼平成21年度の徴収方法（特別徴収を開始する年度分）
徴収方法 個人で納める（普通徴収） 年金からの天引き（特別徴収）

納期限 平成21年７月 平成21年９月 平成21年10月 平成21年12月 平成22年２月

税額 年税額４分の１ずつ 年税額の６分の１ずつ

(例)平成21年度年税額
が60,000円の場合 60,000円÷4＝15,000円 60,000円÷4＝15,000円 60,000÷6

＝10,000円
60,000÷6
＝10,000円

60,000÷6
＝10,000円

▼平成22年度の徴収方法

徴収方法
年金からの天引き（特別徴収）

仮天引き 本天引き

徴収月 平成22年４月 平成22年６月 平成22年８月 平成22年10月 平成22年12月 平成23年２月

税額 平成21年10月～平成22年２月に納めた税額合計
の３分の１ずつ

年税額から仮天引きした合計額を差し引いた税
額の３分の１ずつ

(例)平成22年度年税額
が60,000円の場合 10,000円 10,000円 10,000円

(60,000円－
30,000円)÷3
＝10,000円

(60,000円－
30,000円)÷3
＝10,000円

(60,000円－
30,000円)÷3
＝10,000円

市
・
県
民
税　

Ｑ
＆
Ａ

の
天
引
き
、
年
金
所
得
分
は
年
金

か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
給
与
天
引
き
を
し
て
い
な

い
場
合
に
は
、
年
金
所
得
分
以
外

は
個
人
で
納
付
（
普
通
徴
収
）
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
・
県
民
税
が
、
給
与

天
引
き
さ
れ
て
い
る
が
、
４
月
１

日
に
65
歳
未
満
な
ど
で
、
年
金
天

引
き
の
対
象
と
な
ら
な
い
人
は
、

給
与
所
得
か
ら
年
金
所
得
分
の

市
・
県
民
税
が
天
引
き
で
き
な
い

た
め
、
年
金
所
得
分
は
個
人
で
納

付
（
普
通
徴
収
）
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
個
人
納
付
（
普
通
徴
収
）
分
の

口
座
引
落
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２
．

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
納
付
特

例
の
よ
う
に
、
年
金
か
ら
の
天
引

き
で
は
な
く
、
口
座
か
ら
の
引
き

落
と
し
に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
か
？

Ａ
２
．

残
念
な
が
ら
、
今
回
の
改
正
に

は
、
市
・
県
民
税
の
納
付
に
つ
い

て
、
特
例
は
設
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る

65
歳
以
上
で
今
回
対
象
と
な
る
人

は
、
す
べ
て
天
引
き
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
３
．

翌
年
度
の
年
税
額
が
仮
天
引
き
さ

れ
た
額
よ
り
少
な
か
っ
た
場
合
に

は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
３
．

年
税
額
が
決
定
し
た
段
階
で
、
多

く
納
め
す
ぎ
て
い
る
場
合
に
は
、

還
付
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
４
．

天
引
き
制
度
の
導
入
メ
リ
ッ
ト
は

何
で
す
か
？

Ａ
４
．

今
ま
で
個
人
納
付
で
、
金
融
機
関

ま
で
出
向
い
て
納
め
て
い
た
人
が
、

金
融
機
関
や
市
役
所
に
足
を
運
ぶ

必
要
が
な
く
な
り
、
納
め
忘
れ
も

な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振

替
の
人
は
、
残
高
不
足
を
心
配
す

る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
今
ま
で
給
与
天
引
き

で
市
・
県
民
税
を
納
付
し
て
い
た

人
で
、
給
与
所
得
と
年
金
所
得
が

あ
る
人
は
、
今
後
、
年
金
所
得
分

が
６
回
、
給
与
所
得
分
が
12
回
、

天
引
き
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
天
引
き
の
開
始
年

度
と
な
る
今
年
は
、
個
人
納
付
で

２
回
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
が
３

回
と
な
り
ま
す
。

　

全
国
一
斉
に
、10
月
以
降
、公
的
年
金（
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
）か
ら
、市
・

県
民
税
を
天
引
き
し
ま
す
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関

や
市
役
所
に
出
向
い
て
市
・
県
民
税
を
納
め
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

※
今
回
の
変
更
は
、
徴
収
方
法
の
変
更
の
み
で
、
税
額
な
ど
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。



安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　
No.54

問
防
災
課　

内
線
３
８
２

防災編

災害発生

指定避難場所 一次避難場所
①まずは、自主防災会ごとに決められて
いる公園や広場など、一次避難場所
に避難。

②災害の規模や避難状況により自主
防災会などの指示で、学校などの指
定避難場所（最終避難地）に。

災害発生時の避難行動

シカゴ万博への出品記念メダル
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大
地
震
な
ど
、
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
場
所
と

し
て
、
市
内
に
は
、
41
カ
所
の
指

定
避
難
場
所
が
あ
り
ま
す
。
自
分

の
地
域
の
指
定
避
難
場
所
を
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
一
次
避
難
場
所
へ

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
ま

ず
、
各
自
主
防
災
会
が
定
め
る
公

園
や
広
場
な
ど
の
一
次
避
難
場
所

へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
災
害
の

規
模
や
避
難
の
状
況
に
よ
り
、
自

主
防
災
会
だ
け
で
は
対
応
が
困
難

な
場
合
は
、
自
主
防
災
会
長
の
指

示
で
指
定
避
難
場
所
へ
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。
避
難
の
際
は
、
３
日

間
分
の
飲
料
水
や
食
料
な
ど
の

「
非
常
持
ち
出
し
品
」
の
持
参
を
。

指
定
避
難
場
所（
最
終
避
難
地
）

瀬
戸
谷
地
区
…
瀬
戸
谷
小
学
校
、

瀬
戸
谷
中
学
校

稲
葉
地
区
…
稲
葉
公
民
館
駐
車
場
、

寺
島
河
川
敷
公
園

葉
梨
地
区
…
葉
梨
西
北
小
学
校
、

葉
梨
小
学
校
、
葉
梨
中
学
校

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た
藤
枝
茶

　

新
茶
シ
ー
ズ
ン
も
真
っ
盛
り
。

茶
っ
き
り
節
の
歌
詞
の
よ
う
に
、

藤
枝
の
ま
ち
が
お
茶
の
香
り
に
包

ま
れ
る
季
節
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、

藤
枝
の
お
茶
が
明
治
時
代
か
ら
海

外
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
こ
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
そ

れ
を
物
語
る
証
拠
の
一
つ
で
す
。

縦
92
セ
ン
チ
・
横
65
セ
ン
チ
の
大

き
な
紙
に
英
語
で
何
か
書
か
れ

て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
上

に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、
世
界

コ
ロ
ン
ブ
ス
委
員
会
、
そ
の
下

に
「K

IN
JIR

O
 S

U
G

IM
O

T
O

 
JA

P
A

N
 S

H
IZ

U
O

K
A

」（
杉
本

金
次
郎 

日
本 

静
岡
）
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１
８
９
３
年

（
明
治
26
年
）
に
ア
メ
リ
カ
の
シ

カ
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
万
国
博
覧
会

に
出
品
さ
れ
た
手
揉
み
茶
を
た
た

え
る
賞
状
で
す
。
出
品
し
た
の
は
、

市
内
大
久
保
に
住
ん
で
い
た
杉
本

金
次
郎
さ
ん
。

　

こ
の
と
き
の
シ
カ
ゴ
万
博
は
、

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
発

見
４
０
０
年
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
杉
本
さ
ん
に
は
、
コ

ロ
ン
ブ
ス
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
メ
ダ

ル
も
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
賞

状
と
メ
ダ
ル
は
、
藤
枝
の
手
揉
み

茶
が
明
治
時
代
に
世
界
で
高
い
評

価
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な

資
料
で
す
。

60
キ
ロ
の
大
茶
壷つ

ぼ

で
出
品

　

大
久
保
の
杉
本
家
に
は
、
シ
カ

ゴ
万
博
に
出
品
し
た
手
揉

み
茶
を
入
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
16
貫
（
60
キ
ロ
）
サ

イ
ズ
の
大
茶
壺
と
桐
製
の

大
箱
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
時
は
、
船
便
の
た
め
、

お
茶
の
大
敵
の
湿
気
が
心

配
。
茶
葉
を
湿
気
か
ら
守

る
た
め
に
、
桐
の
箱
に
は
、

ト
タ
ン
板
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

60
キ
ロ
の
手
揉
み
茶
を
出
品
す

る
た
め
に
は
、
約
３
０
０
キ
ロ
の

生
葉
が
必
要
で
す
。
機
械
刈
り
な

ら
10
ア
ー
ル
分
の
生
葉
量
で
す
が
、

品
評
会
に
出
す
手
揉
み
茶
の
場
合
、

手
摘
み
な
の
で
、
50
ア
ー
ル
の
茶

畑
か
ら
生
葉
を
収
穫
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
杉
本
家
で
は
、
献
上

茶
を
出
品
す
る
よ
う
に
、
手
間
と

ひ
ま
を
か
け
、
ア
メ
リ
カ
に
お
茶

を
送
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
後
、

静
岡
茶
は
、
明
治
29
年
に
清
水
港

が
外
国
貿
易
港
に
指
定
さ
れ
る
と
、

日
本
の
重
要
輸
出
品
と
し
て
大
量

に
輸
出
さ
れ
ま
す
。　

　

お
茶
と
と
も
に
、
金
次
郎
さ
ん

も
渡
米
し
、
ア
メ
リ
カ
を
周
遊
し

て
き
た
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、

杉
本
家
に
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て

の
話
は
伝
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
今
回
紹
介
し
た
賞
状
と
銅
メ
ダ

ル
は
、
こ
の
た
び
、
金
次
郎
さ

ん
の
子
孫
に
あ
た
る
杉
本
浩
さ

ん
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

広
幡
地
区
…
広
幡
小
学
校
、
広
幡

中
学
校
、
静
清
工
業
高
校

西
益
津
地
区
…
西
益
津
小
学
校
、

西
益
津
中
学
校
、
藤
枝
北
高
校
、

藤
枝
西
高
校

藤
枝
地
区
…
藤
枝
小
学
校
、
大
谷

川
公
園
、
藤
岡
小
学
校
、
藤
枝

中
学
校
、
藤
枝
東
高
校
、
中
央

小
跡
地
、
市
民
会
館
駐
車
場

青
島
北
地
区
…
青
島
東
小
学
校
、

青
島
北
小
学
校
、
青
島
北
中
学

校
、
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
市
民

体
育
館
駐
車
場
、
サ
ン
ラ
イ
フ

藤
枝

青
島
南
地
区
…
青
島
小
学
校
、
青

島
中
学
校
、
藤
枝
順
心
高
校
、

静
岡
県
武
道
館

高
洲
地
区
…
高
洲
小
学
校
、
高
洲

南
小
学
校
、
高
洲
中
学
校

大
洲
地
区
…
大
洲
小
学
校
、
大
洲

中
学
校
、
藤
枝
明
誠
高
校

岡
部
地
区
…
岡
部
小
学
校
、
岡
部

中
学
校
、
朝
比
奈
第
一
小
学
校
、

い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー

※
安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
は
、

避
難
経
路
の
確
認
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
実
際
に
歩
い
て
危
険
個

所
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
、
普

段
か
ら
避
難
経
路
の
確
認
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
お
こ
う　

あ
な
た
の
地
区
の
指
定
避
難
場
所

　４月１日から新ダイヤで運行している自主運行バスの車両を、
乗車する人の利便性を考慮して、次の３路線について、４月17
日から路線間で車両の入れ替えを行いました。
・藤枝駅善左衛門線（西ルート）写真①
　　これまでは藤枝駅平島線の車両。
・藤岡市立病院線（車イス対応）写真②
　　これまでは藤枝駅善左衛門線（西ルート）の車両。
・藤枝駅平島線（車イス対応）写真③
　　これまでは藤岡市立病院線の車両。

　４月から新たに「藤枝駅ゆらく線」（車イス対応）の運行を
開始。写真④
　最新型の低床バスで、どなたでも快適にご乗車いただけます。

「瀬戸谷温泉ゆらく」に、藤枝駅から乗り継ぎ無しで行けます。
　片道料金：大人400円、高校生以下200円

俳句講座
「時

と

季
き

を大切にした俳句づくりの基本を学ぶ」
　多彩な季語を読み解きながら言葉の大切さを学ぶ、初心
者向けの俳句講座です。
とき／６月～８月の第１・第３水曜日（６月３日㈬開講）午 
後１時30分～３時　全６回　ところ／文学館・講座学習室 
講師／関森勝夫さん（俳誌「蜻

せ い

蛉
れ い

」主宰）
定員／ 25人（抽選）　参加費／５千円

万葉集講座「万葉の魅力ある歌人達」
　万葉の歌人である高橋虫

む し

麻
ま

呂
ろ

と高
た け ち の く ろ ひ と

市黒人を取り上げ、日
本文学の源流を学びます。
とき／６月～平成22年１月の第１水曜日（６月３日㈬開講）
午前９時30分～ 11時30分　全８回　ところ／志太郡衙資
料館　講師／大槻明三さん（市文化協会会長）
定員／ 60人（抽選）　参加費／２千円

小川国夫文学講座
「小川文学・朗読を中心にその魅力を探る」
　郷土の作家・小川国夫や郷土の文
学について学びます。
とき／６月～平成22年３月の第３木
曜日（６月18日㈭開講）午後７時～８
時30分　全９回　ところ／文学館・ 
講座学習室　定員／ 40人（抽選）　
参加費／２千円（回ごとの受講も可。
１回500円）

申し込み／俳句講座・万葉集講座は５月25日㈪までに、小
川国夫文学講座は６月５日㈮までに、ハガキまたはファ
クスに希望の講座名、住所、氏名、電話（ファクス）番
号を記入し、〒426-0014　市内若王子500　市郷土博物
館・文学館へ。

乗車する人の利便性を考慮して、自主運行バス車両を入れ替えました
問都市計画課　内線202

郷土博物館・文学館の講座　問郷土博物館　☎645･1100　 644･8514

えだっこじてん②

問文化課　☎645･1184

①藤枝駅善左衛門線西ルート

②藤岡市立病院線（車イス対応）

③藤枝駅平島線（車イス対応）

④藤枝駅ゆらく線（車イス対応）

藤枝駅善左衛
門線

藤枝駅ゆらく線



わいわい

広 場
藤の里観光大使

ふ　じ むすめ

藤
娘
の
み
な
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

①
藤
娘
に
応
募
し
た
き
っ
か
け

②
藤
枝
の
こ
こ
が
好
き

③
趣
味
や
特
技
な
ど

④
自
己
Ｐ
Ｒ

⑤
藤
娘
と
し
て
の
抱
負

情報をお寄せください
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～
好
奇
心
と
行
動
力
で

も
っ
と
藤
枝
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
～

鈴
木
沙
耶
子
さ
ん
（
若
王
子
）

①
大
学
の
観
光
実
習
で
、
藤
枝
の
ス
イ
ー

ツ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
が
う
れ
し

く
て
、
も
っ
と
藤
枝
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と

思
い
応
募
し
ま
し
た
。

②
小
さ
い
と
き
か
ら
よ
く
遊
ん
で
い
た
蓮

華
寺
池
公
園
が
大
好
き
で
す
。
大
人
に

な
っ
て
か
ら
気
付
い
た
魅
力
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
四
季
折
々
の
自
然
の
豊

か
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
郷
土
博
物
館
で
行

わ
れ
て
い
る
季
節
に
あ
わ
せ
た
工
芸
品

作
り
も
、
大
好
き
で
す
。

③
ケ
ー
キ
屋
め
ぐ
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

④
好
奇
心
旺
盛
で
、
行
動
力
が
あ
る
と
こ

ろ
で
す
。
興
味
を
持
っ
た
こ
と
は
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
挑
戦
し
て
み
た
く
な
る

性
格
で
す
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
挑
戦
し
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い

を
楽
し
み
た
い
で
す
。

⑤
誰
よ
り
も
藤
枝
の
こ
と
に
詳
し
く
な
り

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
や
県
内
外
、
海
外
の
み
な
さ
ん
に
藤

枝
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

～
素
敵
な
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し

精
一
杯
、藤
枝
の
魅
力
を
伝
え
た
い
～

中
山
知
美
さ
ん
（
岡
部
町
内
谷
）

①
父
が
農
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

地
元
の
農
業
関
係
者
の
人
の
薦
め
で
、

応
募
し
ま
し
た
。

②
生
ま
れ
育
っ
た
岡
部
地
区
は
、
３
６
０

度
、
緑
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
る
と
て

も
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
、

緑
に
囲
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、
地
域
で

助
け
合
い
、
楽
し
く
生
活
で
き
る
藤
枝

が
好
き
で
す
。

③
ゴ
ル
フ
、
水
泳
。

④
私
と
一
緒
に
共
有
で
き
る
時
間
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
仕
事
上
、

毎
日
、
人
と
接
す
る
機
会
が
多
い
の
で
、

い
つ
も
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

⑤
大
勢
の
人
前
に
出
る
こ
と
が
苦
手
な
の

で
、
こ
の
藤
娘
の
仕
事
は
、
緊
張
の
連

続
で
す
。
で
も
、
素
敵
な
チ
ャ
ン
ス
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
、
も
っ
と
積
極
的
に
な
っ
て
、
精
一

杯
、
藤
枝
の
魅
力
を
み
な
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

～
私
の
知
っ
た
藤
枝
の
良
さ
を

世
界
中
の
み
な
さ
ん
に
届
け
た
い
～

臼
井
梨
花
さ
ん
（
立
花
）

①
今
、
私
が
働
い
て
い
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク

今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
藤
枝
の
新
た

な
良
さ
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
世
界
中
の
み
な
さ
ん
が
藤
枝

に
興
味
を
持
つ
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

⑤
私
の
笑
顔
で
、
一
人
で
も
多
く
の
み
な

さ
ん
を
笑
顔
に
し
た
い
で
す
。
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
す
が
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
頑
張
り
ま
す
。

で
は
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
に
、
自
分
自

身
の
出
身
地
を
書
い
て
い
る
ん
で
す
が
、

私
が
藤
枝
出
身
だ
と
分
か
る
と
、
藤
枝

を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
、
よ
く
声
を
か

け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
い
つ
も
藤
枝

ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
そ
れ
が

楽
し
く
て
、
も
っ
と
多
く
の
み
な
さ
ん

に
藤
枝
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
い

応
募
し
ま
し
た
。

②
長
さ
約
１
３
０
メ
ー
ト
ル
の
「
運
動
公

園
大
橋
」
が
、
私
の
一
番
の
お
気
に
入

り
。
と
い
う
の
も
、
実
は
こ
の
橋
の
名

前
、
私
が
中
学
生
の
と
き
に
つ
け
た
ん

で
す
。
橋
の
欄
干
に
橋
の
名
前
が
彫
ら

れ
て
い
る
ん
で
す
が
、
あ
れ
は
、
当
時

の
市
長
さ
ん
と
私
が
書
い
た
も
の
で
す
。

③
バ
レ
エ
。
初
対
面
の
人
の
性
格
を
見
抜

く
こ
と
。

④
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
と
こ
ろ
。
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
、

藤
枝
を
訪
れ
て
く
れ
る
み
な
さ
ん
を
私

の
笑
顔
で
歓
迎
し
、
藤
の
里
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
い
で
す
。

⑤
こ
れ
か
ら
の
２
年
間
、
と
び
っ
き
り
の

笑
顔
で
、
み
な
さ
ん
を
お
出
迎
え
し
、

藤
枝
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
富
士
山

静
岡
空
港
を
利
用
し
て
、
や
っ
て
く
る

人
た
ち
と
も
交
流
し
、
一
人
で
も
多
く

の
人
に
藤
枝
が
愛
さ
れ
る
た
め
の
お
手

伝
い
を
し
た
い
で
す
。

４月25日、藤まつりのオープニングセレモニーで、四代目
となる藤娘のお披露目がありました。今後２年間、藤の里
観光大使として活動する藤娘のみなさんを紹介します。

みなさんの作品や情報を

お寄せください！
　イラストや写真、俳句、作文などの作
品や市民の活動・活躍などの情報を募集
しています。ジャンルは問いませんので、
どしどしご応募ください。
投稿先／直接または電話･ファクス･Ｅ
メール・郵送で秘書広報課へ
内線305　 643･3604
info@city.fujieda.shizuoka.jp

〒426-8722市内岡出山1-11-1
※紙面の都合で掲載できない場合があり
ますので、ご了承ください。

Ｑ．10月24日㈯～ 11月８日㈰の16
日間、「第24回国民文化祭・しずお
か2009」が開催されます。市内で
行なわれるイベントのテーマは、「文
学」「和太鼓」「東海道」とあと１つ
はなんでしょうか。

※正解者の中から抽選で５人のみなさ
んに国民文化祭グッズ（非売品）を
差し上げます。当選者の発表は発送
をもって代えさせていただきます。

応募方法／５月29日㈮までに、ハガキ
またはファクス、Ｅメールにクイズ
の解答と住所･氏名･年齢･職業･広報
紙についての感想を記入し、〒426-
8722 市内岡出山1-11-1市役所秘書
広報課へ　 643･3604
info@city.fujieda.shizuoka.jp

魚取あすかさん（下薮田）

▲左から中山さん、臼井さん、鈴木さん、林
リン

さん

▲鏡を見ておもてなしの基本、笑顔をチェック。

▲背筋を伸ばしてウオーキングの練習

広報紙クイズお楽
しみ

Ａ．お茶
Ｂ．野球
Ｃ．サッカー

▲ハンドタオル・携帯ストラップなど

～
自
慢
の
笑
顔
で
お
出
迎
え

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献
し
た
い
～

林リ
ン　

立リ
ツ
エ
イ

さ
ん
（
南
駿
河
台
）

①
広
報
ふ
じ
え
だ
の
募
集
を
見
て
、
大
好

き
な
藤
枝
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思

い
応
募
し
ま
し
た
。
特
に
、
富
士
山
静

岡
空
港
が
開
港
す
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
国
の
人
た
ち
に
も
藤
枝
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

②
藤
枝
の
人
た
ち
と
、
フ
ジ
の
花
が
大
好

き
で
す
。
藤
枝
に
留
学
し
て
３
年
に
な

り
ま
す
が
、
藤
枝
で
出
会
っ
た
人
た
ち

は
、
み
ん
な
、
や
さ
し
く
て
親
切
で
す
。

フ
ジ
の
花
は
、
私
が
通
っ
て
い
た
中
国

の
高
校
に
も
あ
り
、
大
好
き
で
し
た
。

藤
枝
に
留
学
し
て
、
再
び
、
大
好
き
な

フ
ジ
の
花
と
出
合
え
て
、
留
学
生
活
の

私
の
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。

③
料
理
、
旅
行
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。

④
仲
間
か
ら
「
ニ
コ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ば
れ

る
ぐ
ら
い
笑
顔
に
自
信
が
あ
り
ま
す
。

灾葷
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市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

消
費
生
活
の
安
定
と
向
上
、
消
費

者
保
護
を
図
る
た
め
に
消
費
者
モ

ニ
タ
ー
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
は
、
米
や
パ
ン
、

し
ょ
う
ゆ
な
ど
の
価
格
調
査
を
し

た
り
、
研
修
会
な
ど
で
習
得
し
た

知
識
・
情
報
を
市
民
の
み
な
さ
ん

に
伝
え
た
り
、
消
費
者
の
立
場
で
、

市
や
県
に
意
見
・
要
望
な
ど
を
述

べ
た
り
し
ま
す
。

　

４
月
13
日
に
本
年
度
の
消
費
者

モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
行
い
、
20
人

の
み
な
さ
ん
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

消
費
者
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

▼
と
き
／
５
月
29
日
㈮
午
前
10 

時
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ
／
手
軽
に
エ
コ
す
る
シ

ン
プ
ル
な
暮
ら
し

▼
講
師
／
阿
部
絢
子
さ
ん
（
生
活

研
究
家
・
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
）

▼
定
員
／
60
人
（
申
込
順
）

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
市
民
協
働

課
（
市
民
相
談
室
）
へ

全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談
会

（
よ
ろ
ず
相
談
）を
開
催
し
ま
す

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人

権
擁
護
委
員
12
人
（
写
真
）
が
、

み
な
さ
ん
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気

軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
６
月
１
日
㈪
午
前
10 

時
～
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
西
館
３
階
３

０
３
会
議
室

▼
相
談
料
／
無
料　

※
申
込
不
要

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

み
ん
な
で
築
こ
う
身
近
な
安
全･

安
心

毎
年
５
月
は
、
消
費
者
月
間
で
す
。
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商

法
な
ど
の
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

食
品
や
生
活
用
品
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

安
全
で
安
心
な
消
費
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
築
き

ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
協
働
課　

内
線
６
７
２

　５月18日㈪～ 24日㈰は、春の
行政相談週間です。
　市役所などの行政機関に関する
市民のみなさんからの苦情・要望・
問い合わせなどを聞き、解決を図
るのが「行政相談」です。
　行政相談の窓口となる「行政相
談員」のみなさんは、民間の有識
者(ボランティア)で、市内には４
人の行政相談員がいます。
　お気軽に、ご相談ください。

写真左から
河原崎將

すすむ

さん
　(善左衛門3-13-2 ☎635･0379)
髙橋美佐代さん
　(岡部町内谷30 ☎667･0176)
向島すゞさん
　(岡出山1-1-19 ☎641･6620)
浅羽信雄さん
　(郡1-2-14 ☎641･3562)

春の行政相談週間
問市民協働課　内線673

　農業者のみなさんの農業経営に関す
る相談や、新規就農者などを対象とし
た農業相談窓口を、５月１日から市役
所農林課内に設置しました。
　農業の専門家が相談に応じます。ぜ
ひ、ご利用ください。

●相談窓口
藤枝市担い手育成総合支援協議会
（農林課内）　市役所西館４階
●相談時間
午前９時～午後４時（土・日曜日、
祝日を除く）
※窓口にお越しの際はできるだけ事
前に、連絡をお願いします。

　みなさんは「自分で作った野菜を食べてみたい」、「農作業をしてみたい」と
思ったことはありませんか。市で開設を援助した農園をご紹介します。
　利用を希望される場合は、直接、各農園にお申し込みください。

農業相談窓口
をご利用ください
問農林課　内線453

市民農園で、野菜を作りませんか
問農林課　内線453

No 名　　称 申込先 No 名　　称 申込先

1 滝沢ふれあい農園（滝沢） 中山隆志
639-0229 10 高友会の市民ふれあい農園（高柳一）

櫻井喜代司
635-0223

2 サンファーム向島（本郷） 向島祥郎
639-0607 11 市民ふれあい時ヶ谷農園（時ヶ谷）

鈴木利昌
638-1686

3 市民ふれあい桜農園（時ヶ谷） 鈴木見二
638-3489 12

高友会の市民ふれあい農園
高柳上市民農園（高柳三）

櫻井喜代司
635-0223

4 助宗ファミリー農園（助宗） 豊泉博史
645-1800 13 市民農園　しょん原（堀之内）

小林喜則
646-8065

5 市民ふれあい稲川農園（稲川） 鈴木喜好
643-3520 14

高友会の市民ふれあい農園
高岡市民ふれあい農園（高岡二）

櫻井喜代司
635-0223

6 市民ふれあい農園（堀之内）（わたしのはたけ）
山田正博
641-6109 15

高友会の市民ふれあい農園
大渕ふれあい農園（高柳）

櫻井喜代司
635-0223

7 サンリグリーン農園（郡） 山梨和雄
643-0346 16

高友会の市民ふれあい農園
与左衛門ふれあい農園（与左衛門）

石原義夫
635-2494

8 広幡青空農場（上当間） 松本八衛
644-0340 17 巨石の森うちの畑（岡部町子持坂）

鴫谷　昇
667-0243

9 広幡たちばな農場（上当間） 松本八衛
644-0340

◎高友会の市民ふれあい農園「与左衛門ふれあい農園」（No16）は、４月より新規開設しました。

体
育
指
導
委
員
は

こ
ん
な
人
た
ち
で
す

　

体
育
指
導
委
員
は
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
法
に
基
き
、
市
が
委
嘱
し
た

２
年
任
期
の
非
常
勤
公
務
員
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
や
助
言
を
行
う

の
が
主
な
役
割
で
す
。
市
内
で
は
、

現
在
54
人
の
体
育
指
導
委
員
が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
体
育
指
導
委
員
は
、

略
し
て
「
体た

い

指し

」
と
も
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
は

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

　

体
育
指
導
委
員
の
主
な
活
動
は
、

市
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
企
画
・
運
営
、
地

域
で
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

活
動
な
ど
で
す
。
ま
た
、
市
民
の

み
な
さ
ん
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
や

適
切
な
助
言
が
で
き
る
よ
う
に
、

必
要
な
知
識
と
技
術
の
習
得
に
も

努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
年
に
数
回
、「
体

指
だ
よ
り
」
と
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ

ニ
ュ
ー
ス
」
と
い
う
広
報
誌
を
発

行
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
結
果
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
の
紹
介
や
普
及
活
動
の

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す

　

適
度
な
運
動
量
、
簡
単
な
ル
ー

ル
、
簡
易
な
用
具
で
、
年
齢
を
問

わ
ず
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
の

が
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

私
は
、
地
元
町
内
会
や
自
治
会
の
体
育
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
関
連

の
行
事
な
ど
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
12
年
前
に
自
治
会
長

の
推
薦
を
受
け
、
体
育
指
導
委
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

体
育
指
導
委
員
に
な
っ
て
か
ら
は
、
地
元
の
体
育
活
動
を
は
じ
め
、

各
地
区
の
体
育
指
導
委
員
と
一
緒
に
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
て

い
ま
す
。
体
育
指
導
委
員
会
が
開
催
す
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
で
は
、

参
加
者
と
一
緒
に
気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し
、
相
互
の
親
睦
が
図
れ
る

の
が
、
一
番
の
楽
し
み
で
す
。

　

体
育
指
導
委
員
は
、
仕
事
と
家
庭
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が

ら
、
体
育
指
導
委
員
と
し
て
の
自
覚
と
意
欲
を
持
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。今
後
も
、い
ろ
い
ろ
な
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
紹
介
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
健
康
で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

市
体
育
指
導
委
員
長　

三
好
廣
志
さ
ん

　

現
在
、
市
で
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ

テ
ニ
ス
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
の
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

年
に
２
期
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▲フレッシュテニスの指導をする体育
指導委員

対象／市内に住んでいるか、通勤している人（中学生
以下は保護者同伴）
とき／６月２日～７月14日の毎週火曜日（全７回）
　午後７時～８時45分
講師／市体育指導委員　　定員／各30人（申込順）
受講料／千円（中学生以下は500円）
　※教室初日に集金します。
持ち物／運動のできる服装、体育館シューズ、タオル、
飲み物
申し込み／直接または電話でスポーツ振興課へ
※過去に大きなけがや病気をしたことがある人は、事
前に申し出てください。

ニュースポーツ教室　受講生募集
教　室　名 ところ

ニュースポーツ健康教室 蓮華寺池ホール

フレッシュテニス教室 青島中学校体育館

ファミリーバドミントン教室 藤枝小学校体育館

市
内
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
や
助
言
を
行
う

体
育
指
導
委
員
が
54
人
い
ま
す
。
体
育
指
導
委
員
の
活
動
内
容
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

内
線
７
７
４

ス
ポ
ー
ツ
を
と
お
し
て
「
元
気
な
ま
ち
藤
枝
」
づ
く
り

体
育
指
導
委
員
　
奮
闘
中
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広報ふじえだ　平成21年５月５日号

つ
る
し
び
な
教
室

藤
枝
東
高
校
文
化
祭

千せ

ん

南な

ん

祭さ

い

お
や
じ
世
代
の

仲
間
づ
く
り

藤
枝
特
別
支
援
学
校

ふ
じ
よ
う
ま
つ
り

素
敵
な
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
６
月
〜
平
成
22
年
３
月

（
毎
月
第
４
水
曜
日
）
午
前
９
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
瀬
戸
谷
温
泉
ゆ

ら
く　

▼
定
員
／
25
人
（
申
込
順
） 

▼
受
講
料
／
１
万
５
千
円（
全
10
回
） 

▼
申
し
込
み
／
６
月
17
日
㈬
ま
で
に

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
に
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

瀬
戸
谷
温
泉
ゆ
ら
く
へ

☎
６
３
９
・
１
１
２
６

６
３
９
・
１
１
１
１

▼
と
き
／
５
月
30
日
㈯
午
前
９
時
〜

午
後
２
時
45
分　

▼
と
こ
ろ
／
藤
枝

東
高
校　

▼
内
容
／
文
化
部
の
展
示
、

ク
ラ
ス
展
、
演
劇
の
発
表
な
ど

問
藤
枝
東
高
校☎

６
４
１
・
１
６
８
０

で
稲
葉
公
民
館
へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
６
４
３
・
５
０
０
５

遊
休
農
地
を
活
用
し
、
農
作
業
を
通

し
て
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
団
塊
の
世
代
の
人　

▼
と

き
／
６
月
６
日
か
ら
土
曜
日　

午
前

９
時
〜
正
午
（
年
８
回
）　

▼
と
こ

ろ
／
市
内
寺
島
地
内　

▼
内
容
／
農

作
物
の
生
産
・
加
工
・
流
通
の
講
義

と
体
験
、
調
理
実
習
な
ど　

▼
講 

師
／
浅
井
辰
夫
さ
ん
（
静
岡
大
学
農

学
部
准
教
授
）　

▼
定
員
／
20
人（
申

込
順
）　

▼
受
講
料
／
無
料
（
教
材

費
別
途
）　

▼
申
し
込
み
／
５
月
12

日
㈫
〜
22
日
㈮
に
直
接
ま
た
は
電
話

▼
と
き
／
６
月
６
日
㈯
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
10
分　

▼
と
こ

ろ
／
藤
枝
特
別
支
援
学
校
（
前
島
） 

▼
内
容
／
午
前
…
み
こ
し
披
露
・
太

きれいなまちづくりにご協力ください
問生活環境課　内線417

５月29日㈮　不法投棄監視パトロール出発式（午前８時10分～市役所玄関前）
　５月30日㈯～６月５日㈮は、全国ごみ不法投棄監視ウイーク。不法投棄
根絶のため、環境衛生自治推進協会委員と環境美化推進員が市内各所のパト
ロールを行います。昨年度は、不法投棄の通報が約90件ありました。
市内の不法投棄ごみの状況（平成20年度）
◆テレビ30台　◆冷蔵庫・冷凍庫９台　◆洗濯機７台　◆エアコン４台　など

５月31日㈰　統一美化キャンペーン
　地域の環境美化を推進するため、統一美化キャンペーンに、ご参加くださ
い。本市では、「まちをきれいにする条例」を定め、みなさんとともに、環
境美化に取り組んでいます。
実施方法／各町内会・子供会などで決められた方法でごみを拾い、仕分けた
後、午前10時までに決められた集積場所（町内会館など）にお持ちください。
ごみの仕分け方
①燃やすごみ　※ポリ袋の口を閉めてください。
②缶（鉄・アルミなどの金属類）　③無色ビン　④色ビン

膠
こう

原
げ ん

病
びょう

リウマチ科は完全予約紹介制となります野鳥のヒナを拾わないでください

　このたび、医師の退職などにより、市立総合病院の膠原病リ
ウマチ科の診療は、５月11日㈪から完全予約紹介制とし、入院
も制限させていただきます。
　ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

問市立総合病院医事課　☎646･1111

　４月～７月は、野鳥の繁殖期です。地面に落ちてい
るヒナを見かけることがありますが、親鳥は必ずヒナ
のところに戻って世話をします。持ち帰らずにそのま
まにしてください。路上にいるのを見かけた場合など
は、近くの枝先などに戻してください。

問農林課　内線456

看
護
師
等
再
就
業
準
備

講
習
会

▼
対
象
／
看
護
職
（
保
健
師
・
助
産

師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
）
の
資
格

を
持
ち
、
再
就
業
を
希
望
す
る
人 

▼
と
き
／
５
月
27
日
㈬
〜
29
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　

▼
と
こ
ろ
／

県
看
護
協
会
会
館（
静
岡
市
駿
河
区
） 

▼
定
員
／
20
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
５
月

22
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
県
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ　
　

☎
２
０
２
・
１
７
６
１

２
０
２
・
１
７
６
２

shizuoka@
nurse-center.net

水防訓練を行います
問河川課　内線232

　雨の多い時期を前に、水害から生命
と財産を守るため、水防活動の指揮系
統の徹底と技術の向上、水防意識を高
めるため、水防訓練を行います。ぜひ、
見学にお越しください。
とき／５月24日㈰午前８時～
ところ／瀬戸川ふれあい大橋下流

とき／５月23日㈯午後１時30分～４時30
分　※申込不要
ところ／市役所西館５階大会議室
基調講演／
浜松医科大学付属病院副院長
　小林利彦さん
NPO法人地域医療を育てる会理事長
　藤本晴枝さん
パネルディスカッション／
山岡泰治さん（浜松医科大学教授）
パネリスト
小林利彦さん、藤本晴枝さん
藤枝市長、藤枝市立総合病院長

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

高
次
脳
機
能
障
害
専
門
医

総
合
相
談

水
路
や
小
川
に
ご
注
意

志
太
広
域
都
市
計
画
の

変
更　

説
明
会

自
動
車
税
の
納
期
限
は

６
月
１
日
㈪
で
す

市
内
の
農
業
用
水
路
や
小
川
は
、
田

植
え
の
時
期
を
迎
え
、
水
か
さ
が
増

し
流
れ
が
速
く
な
り
ま
す
。
５
月
上

旬
か
ら
は
大
井
川
用
水
も
満
水
と
な

り
ま
す
。
子
ど
も
や
お
年
寄
り
に

と
っ
て
は
、
大
変
危
険
で
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課　

内
線
４
５
５

特
別
用
途
地
区
（
岡
部
町
岡
部
）
お

よ
び
三
輪
公
園
の
都
市
計
画
の
変
更

を
す
る
た
め
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

都
市
計
画
公
園
・
三
輪
公
園
の
変
更

▼
と
き
／
５
月
26
日
㈫
午
後
７
時
〜 

▼
と
こ
ろ
／
岡
部
公
民
館

都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
・
住
環
境

保
全
型
工
業
地
区
（
旧
岡
部
町
特
別

工
業
地
区
）
の
変
更

▼
と
き
／
５
月
29
日
㈮
午
後
７
時
〜 

▼
と
こ
ろ
／
岡
部
公
民
館

問
都
市
計
画
課　

内
線
２
０
３

自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
で
自

動
車
（
軽
自
動
車
を
除
く
）
を
所
有

身
体
・
精
神
・
社
会
面
で
の
専
門
的

な
相
談
や
検
査
に
応
じ
ま
す
。

▼
対
象
／
高
次
脳
機
能
障
害
を
持
つ

本
人
お
よ
び
家
族　

▼
と
き
／
５
月

20
日
㈬
、７
月
13
日
㈪
、
９
月
14
日

㈪
、
11
月
18
日
㈬
、
平
成
22
年
１
月

19
日
㈫
、３
月
８
日
㈪
午
後
１
時
〜

５
時　

▼
と
こ
ろ
／
中
部
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー　

※
要
予
約

問
中
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
６
４
４
・
９
２
７
９

定額給付金・子育て応援特別手当の
申請受付窓口（口座振込希望）を開設します

問企画政策課（定額給付金電話相談窓口）　☎641･7077

市立総合病院を考える
市民フォーラム（その２）
〜みんなで守り育てる地域医療〜

問病院支援室　内線314 　市では、３月17日から定額給付金と子育て応援特別手当の申請を受け付けて
います。現在、申請書は返信用封筒により郵送で提出していただいていますが、
説明を受けながら申請できる受付窓口を開設します。
対象／説明を受けながら定額給付金・子育て応援特別手当の申請書作成を希望
する人（口座振込を希望する場合に限ります）
とき／５月18日㈪～ 29日㈮　午前８時30分～午後５時15分

※23日㈯・24日㈰も開設します。
ところ／市役所別館１階（市役所北側）、岡部支所１階会議室
持ち物／・市から郵送された申請書

・振込口座の通帳またはキャッシュカード
・申請する人の本人確認ができるもの（運転免許証、保険証、外国人
登録証など）
※代理申請の場合は、代理者の通帳と代理人の本人確認ができるも
のをお持ちください。

※添付書類のコピー（1枚10円）も行います。

人口:144,781人
（前月比−87人）
世帯数:51,084世帯
（前月比＋29世帯）

男
70,917人

女
73,864人

平成21年
４月1日現在

広報ふじえだ４月20日号14ページの駅南図書館の電話番号に誤りがありました。
正しくは　☎636･4800　です。お詫びして訂正します。

お詫び
と訂正

し
て
い
る
人
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る

県
税
で
す
。
納
期
限
は
、
６
月
１
日

㈪
で
す
。
５
月
20
日
㈬
ま
で
に
自
動

車
税
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
６
月
１
日
㈪
ま
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

問
県
藤
枝
財
務
事
務
所

☎
６
４
４
・
９
１
２
２

▲水防訓練のようす

鼓
演
奏
・
作
業
作
品
の
販
売
な
ど
、

午
後
…
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
・
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

問
藤
枝
特
別
支
援
学
校

☎
６
３
６
・
１
８
９
１
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新築・改築する住宅 設置義務

平成18年
６月１日

平成21年
６月１日

既存住宅 設置義務この間に早めに
設置しましょう

広報ふじえだ　平成21年５月５日号

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

15

▼
国
民
文
化
祭
の
県
内
開
催
ま
で
、

あ
と
１
７
０
日
。
現
在
、
準
備
作
業

に
追
わ
れ
る
毎
日
で
す
。
国
民
文
化

祭
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
「
国
民
文
化
祭
っ
て
ど
ん
な

イ
ベ
ン
ト
な
ん
で
す
か
？
」
と
の
問

い
合
わ
せ
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

今
後
も
、
広
報
ふ
じ
え
だ
で
、「
国

民
文
化
祭
の
楽
し
み
方
」
と
し
て
、

国
文
祭
の
魅
力
や
見
ど
こ
ろ
を
盛
り

だ
く
さ
ん
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
に
開
設
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
随
時
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。　
　

文
化
課　

広
報
委
員

▼
今
号
で
は
、
４
代
目
の
藤
娘
の
み

な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
４
人

と
も
県
内
外
の
人
た
ち
に
藤
枝
の
魅

力
を
伝
え
た
い
と
い
う
強
い
思
い
を

持
っ
て
い
ま
す
。６
月
４
日
に
は
、富

士
山
静
岡
空
港
が
開
港
し
、
空
港
を

利
用
し
て
韓
国
や
中
国
な
ど
ア
ジ
ア

の
人
た
ち
が
、
た
く
さ
ん
県
内
を
訪

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
各
国
と
の
交

流
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
す
。
藤
娘
の

４
人
が
、
国
内
の
み
な
ら
ず
、
海
外

に
も
藤
枝
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
藤
枝
を
Ｐ
Ｒ

し
て
く
れ
た
３
代
目
の
藤
娘
の
み
な

さ
ん
２
年
間
お
疲
れ
様
で
し
た
。
○Ｍ

編
集
後
記

つけましたか？住宅用火災警報器！ 〜今お住まいの住宅も６月１日から設置が義務化〜

水
上
の
里
・
ビ
オ
田
ん
ぼ

「
田
植
え
体
験
」

国
際
交
流
セ
ミ
ナ
ー

料
理
教
室

焼
津
青
少
年
の
家

主
催
事
業
参
加
者

▼
と
き
／
５
月
30
日
㈯
午
前
９
時
〜	

正
午　

※
雨
天
は
５
月
31
日
㈰	

▼
と
こ
ろ
／
水
上
の
里
・
ビ
オ
田
ん

ぼ　

▼
定
員
／
60
人
（
申
込
順
）　

※
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
を
優
先	

▼
参
加
料
／
１
人
３
０
０
円　

▼
持

ち
物
／
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
お
は
し
、

着
替
え
、田
ん
ぼ
に
入
る
た
め
の
履
物

▼
申
し
込
み
／
５
月
18
日
㈪
午
前
８

時
30
分
か
ら
電
話
で
生
活
環
境
課
へ

内
線
４
１
３

〒
425–

0041
焼
津
市
石
津
２
２
５
９–

４
０
８
県
立
焼
津
青
少
年
の
家
へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
立
焼
津
青
少
年
の
家

☎
６
２
４
・
４
６
７
５

ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
れ
な
フ
ラ
ン
ス
料

理
に
挑
戦
。

▼
と
き
／
６
月
14
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
２
時　

▼
と
こ
ろ
／
青
島
北
公

民
館　

▼
定
員
／
25
人
（
申
込
順
）	

▼
参
加
料
／
千
円　

▼
持
ち
物
／
エ

プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
、
持
ち
帰
り
用
容

器
、
筆
記
用
具　

▼
申
し
込
み
／
５

月
25
日
㈪
〜
29
日
㈮
に
電
話
で
市
国

際
友
好
協
会
へ☎

２
７
０･

３
２
３
２

エ
ン
ジ
ョ
イ
家
族

カ
ヌ
ー
を
こ
い
だ
り
、
海
釣
り
を

し
た
り
、
体
験
を
通
し
て
家
族
の

つ
な
が
り
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
／
６
月
６
日
㈯
〜
７
日
㈰

（
１
泊
２
日
）　

▼
と
こ
ろ
／
県
立

焼
津
青
少
年
の
家　

▼
定
員
／
15

家
族
（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／
３

歳
未
満
１
３
０
０
円
、
３
歳
〜
小

学
校
入
学
前
３
１
０
０
円
、
小
学

生
以
上
４
５
０
０
円　

▼
申
し
込

み
／
５
月
19
日
㈫
午
後
５
時
ま
で

に
電
話
で
県
立
焼
津
青
少
年
の
家
へ

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
２
０
０
９
夏

カ
ヌ
ー
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ハ
イ
ク
、

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど
の
体
験
を
通

し
て
、
夏
を
楽
し
み
、
自
分
を
き

た
え
よ
う
。

▼
対
象
／
小
学
校
５
年
生
〜
中
学

校
１
年
生　

▼
と
き
／
プ
レ
ス

ク
ー
ル
…
７
月
20
日
㈷
、
メ
ー
ン

ス
ク
ー
ル
…
８
月
４
日
㈫
〜
９
日

㈰（
５
泊
６
日
）　

▼
と
こ
ろ
／
県

立
焼
津
青
少
年
の
家　

▼
定
員
／

80
人
（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／
一

万
八
千
円　

▼
申
し
込
み
／
５
月

29
日
㈮
ま
で
に
申
込
書
を
郵
送
で

　市立公民館（岡部公民館を除く）・文化センター・生涯学
習センター・岡部支所でも、市税を納めることができます。
納税通知書（納付書）をお持ちのうえ、納付してください。
対象／市・県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、
国民健康保険税
※いずれも納期限内のものに限ります。納期限を過ぎた
ものは、お近くの金融機関で納付してください。

取扱時間／午前８時30分～午後４時30分（各施設の休館日
を除く）
税証明（所得・課税証明書）も発行しています
ところ／市立公民館・文化センター・岡部支所
※生涯学習センター・岡部公民館では行っていません。
取扱時間／月曜～土曜日午前８時30分～午後４時30分
（土曜日は正午まで、各施設の休館日を除く）
持ち物／印かん（シャチハタ印不可）、運転免許証・保
険証など本人確認ができるもの
※同じ家（住所地）に住んでいる家族でも、世帯を分け
ている場合は委任状が必要です。

市立公民館などでも市税を納付できます
問納税課　内線634

　住宅で火災が発生したとき、逃げ遅れによる死傷者を
なくすために、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置
が市条例で義務付けられました。正しく火災警報器を設
置し、火災から身を守りましょう。

問消防本部予防課　☎641･5000清掃ハイキング

▼ とき／ 6月7日㈰午前8時〜　 ▼ と
ころ／びく石周辺　 ▼ 参加料／ 500
円（小学生以下300円）　 ▼持ち物／ 
弁当、水筒、食器（豚汁用）、雨具、軍手、
ビニール袋　 ▼ 申し込み／ 5月25日
㈪までに電話で渡辺宅へ
	 ☎631･2052
初級登山教室

▼対象／ハイキングからステップアッ
プしたい人　 ▼ とき／ 6月11日㈭・
16日㈫・23日㈫・30日㈫午後7時
10分～ 8時50分　※6月28日㈰に
実習登山を実施　 ▼ ところ／生涯学
習センター　 ▼ 定員／ 20人（申込
順）　 ▼ 会費／ 2千円（実習費別途）	

▼ 申し込み／ 5月20日㈬～ 6月6日
㈯午後6時30分～ 8時30分に電話で
木村宅へ	 ☎643･9193

1,500円　 ▼ 講 師 ／万
まん

波
なみ

奈
な

穂
ほ

二段	

▼申し込み／直接会場へ
問赤旗囲碁クラブ（増田宅）へ
	 ☎644･7513

丹精をこめて育てた盆栽と山野草を展
示します。

▼とき／ 5月30日㈯・31日㈰午前9
時30分～午後5時（31日は午後4時
まで）　 ▼ ところ／生涯学習センター	

▼入場料／無料　※申込不要
問日本盆栽協会志太中央支部（岩井宅）
	 ☎641･8907

▼対象／市内の小学校4年生～中学校
3年生（年間を通じて参加できる人）	

▼とき／ 5月17日㈰～平成22年2月
（全6回）　 ▼ところ／市内各所　 ▼内
容／自然体験教室、ウオーキング　 ▼

定員／ 30人（申込順）　 ▼会費／年2
千円　 ▼持ち物／野外活動に適した服
装　 ▼ 申し込み／ 5月16日㈯までに
ファクスでNPO法人夢づくり21（石
間宅）へ	 ☎ 635･4473

▼対象／0歳児とその保護者　 ▼とき／
5月20日㈬午前10時～正午　 ▼とこ
ろ／青島北公民館　 ▼内容／歌いなが
ら楽しくマッサージや手遊び　 ▼参加
料／無料　 ▼ 申し込み／電話または
ファクスで新日本婦人の会藤枝支部へ
（月・水・木曜日午後1時30分～5時）
	 ☎ 643･6320

▼対象／大学生・社会人　 ▼とき／ 5
月9日㈯～平成22年2月6日㈯（全12
回）　 ▼ ところ／焼津市文化センター	

▼内容／こころとむき合い、聴くこと
を学ぶ　 ▼定員／40人（申込順）　 ▼参
加料／年25,000円　 ▼申し込み／電
話またはファクスでNPO法人静岡家
庭教育サポート協会へ
	 ☎ 646･5201

「どういう生き方をするか」をテーマ
に各界から12人の講師を招きます。

▼ とき／5月26日〜 10月20日の火
曜日午後6時45分～ 8時30分（全
11回）　 ▼ ところ／生涯学習セン
ター　 ▼ 定員／ 150人　 ▼ 参加料／
22,000円（1回のみは2,500円）　
※講師など詳しくはお問い合わせくだ
さい。
問県社会人体育文化協会（体文協）
	 ☎251･2328

▼ とき／ 5月23日㈯午後2時～ 4時	

▼ ところ／文化センター　 ▼ 定員／
10人（申込順）　 ▼会費／千円（材料
費別途）　 ▼申し込み／直接会場へ
問現代かな書道協会（出

いで

宛）
	 ☎090･1475･6996

▼ クラス／①45歳以上　②19歳〜
45歳　 ▼ とき／ 5月21日から毎週
木曜日午後7時30分～ 9時　 ▼ とこ
ろ／アイテニスクラブ（時ヶ谷）　 ▼

定員／各クラス10人（申込順）　 ▼会
費／ 8千円（10回分）　 ▼申し込み／
5月17日㈰午後6時までに参加料を
添えて市テニス協会事務局（市内本町
2-8-4）へ	 ☎643･8369

▼ とき／毎週日曜日午前9時～11時
30分　 ▼ ところ／中央小跡地グラウ
ンド　 ▼会費／無料　 ▼持ち物／運動
靴　 ▼申し込み／直接会場へ
問市ゲートボール協会（村松宅）
	 ☎643･9755

初心者の人も歓迎します。

▼ とき／第2金曜日午前10時～ 11
時30分、第3金曜日午後1時30分～
3時30分　 ▼ ところ／生涯学習セン
ター　 ▼ 会費／月750円　 ▼ 申し込
み／電話で森宅へ	 ☎641･9856

▼とき／ 5月20日㈬午後3時30分～
6時（受け付け午後3時〜）　 ▼ とこ 
ろ／静岡音楽館AOI（静岡市葵区）	

▼内容・講師／①感染症から身を守ろ
う・岡部信彦さん（国立感染症研究所
感染症情報センター長）②いつまでも
若々しい秘訣・渡部一夫さん（㈱資生
堂ヘルスケア事業部）　 ▼定員／300
人　 ▼参加料／無料　※申込不要
問日本薬剤学会第24年会事務局
	 ☎627･5155

▼とき／ 5月23日㈯午前9時30分～	
午後1時　 ▼ ところ／青島北公民館	

▼定員／ 20人（申込順）　 ▼参加料／
1,200円　 ▼ 持ち物／エプロン、三
角巾、筆記用具　 ▼ 申し込み／ 5月
13日㈬から電話でふじえだ市民活動
支援センターぴゅあへ
	 ☎646･3555

▼とき／ 5月24日㈰午前9時30分～	

▼ところ／生涯学習センター　 ▼参加
料／千円（昼食代別）　 ▼ 指導碁料／ 

初夏の盆栽と山野草展

ビオキッズ2009

子育て赤ちゃん会　体験会

心理カウンセリング講座

社会人大学

慶弔の表書き

ナイターテニス教室

瑞
た ん

月
げ つ

会
か い

　俳句講座

ジュニア（小・中学生）＆
初心者のためのゲートボール教室

日本薬剤学会第24年会
公開市民講演会

ふじえだ市民活動支援センター
ぴゅあ　台湾料理教室

日本棋院棋士　指導碁会

山
や ま

登
と ん ぼ

歩勤労者山の会
清掃ハイキング・初級登山教室

催　　し催　　し催　　し

募　　集募　　集募　　集



市の玄関を
きれいな花で飾る

市花の会　駅南・北グループ

問文化課　内線748
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「広報ふじえだ」は再生紙を使用しています

　ＪＲ藤枝駅北口広場や南口ロータ
リーで、きれいに咲いている花々をみ
なさんは、ご覧になったことがあるでしょう。この花たちは、市花の
会駅南・北グループのみなさんが、市の玄関口の藤枝駅を花で彩りた
い、駅を利用する人たちの心が和むようにと、平成19年から取り組
んでいる成果です。駅舎と南北自由通路が整備されたばかりのころは、
花は植えられていませんでした。花で駅前を飾ろうと４人で始め、多
くの人たちの協力を得ながら、花づくりを進めてきたそうです。現在
は、仲間も９人に増え、毎週水曜日午前９時から駅前で、草取りや花
摘み、季節ごとの花の植え替えを行ってくれています。
　秋に本番を迎える国民文化祭に向けて、全国から来藤する出演者や、
お客さんを気持ちよく迎えようと、活動にますます張り切っているみ
なさん。藤枝駅から県武道館までの歩道に、丹精込めて育てた花を飾
り、花に導かれて会場に来るお客さんが増えてくれればうれしいです
と、市花の会駅南・北グループのみなさんは語ってくれました。

市内で行われる国民文化祭のイベント

　10月24日から11月８日までの16日間、県
内の市町で、95のさまざまなジャンルの
文化事業が行われます。市内では、お茶
の魅力を堪能できる「茶文化探訪in藤枝」、
藤枝が生んだ文学に親しむ「ふじえだ文
学フェスティバル」、迫力ある和太鼓の魅
力を体感できる「和太鼓フェスティバル」、
東海道の宿場まちのにぎわいを再現する
「東海道岡部宿・藤枝宿にぎわいフェスティ
バル」を開催します。また、国民文化祭を
応援してくれる市民のみなさんによる「は
ばたく静岡国文祭応援イベント」も、数多
く行われる予定です。
http://kokubunsai.city.fujieda.shizuoka.jp/

　今号から「第24回国民文化祭・しずおか
2009」の楽しみ方や魅力を紹介します。

～国民文化祭の楽しみ方～  Vol ①

国民文化祭を楽しもう国民文化祭を楽しもう

和太鼓フェスティバル
　10月31日㈯・11月1日㈰

茶文化探訪in藤枝
　10月24日㈯・25日㈰

ふじえだ文学フェスティバル
　10月24日㈯・25日㈰

東海道岡部宿・藤枝宿にぎわいフェスティバル
　11月3日㈷
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